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はじめに
　日本小児救急医学会雑誌（本誌）へ論文を投稿する際，論文執筆がほぼ初めてであるにも関わらず，論文の執筆指導を受けることが難しい状況にある投稿者が，論文投稿時に具体的にどのようなことを考慮すればいいのかという指針について実践的に解説する（表1）．まず，求められるのは，投稿規定1)をよく読んで順守することである．ただし，投稿規定は論文執筆に関する全てのことが詳細に記載されているわけではない．従って，本稿では本誌への投稿に関する一般的な考え方も加えて解説する．さらに，投稿後の論文がどのような過程を経て査読され，論文受理となるかその過程や査読への対応，現在の本誌の現状についても触れる．	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 段落の冒頭は常に全角1文字分下げてから開始する．	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 略語は初出の完全用語の後に（）で使用する旨を明記する．	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 図，表は挿入箇所を本文中に明記し，末尾に記載する．	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 引用文献は，本文中に肩付けし，引用番号順に配列する．	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 本文はいくつかの段落から構成され，段落と段落の間にスペースは設けない．	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: はじめに，の後，症例報告では，症例，考察，結論とする．原著論文では，目的，方法，結果，考察，結論，その後はどちらも倫理委員会の承認，利益相反，著者役割，引用文献，図表のタイトルと説明，図，表となる．
……………………………………………………………………………
……………………………………………………………………………
結論
……………………………………………………………………………
　原著では「本研究は○○倫理委員会（○○治験審査委員会）の承認を得た（承認番号：○○，承認番号がない場合は承認を得た年月日）」となる．症例報告では「本症例の論文投稿に関して親権者から同意を得た．」あるいは「本症例の論文投稿に関して○○倫理委員会（○○治験審査委員会）の承認を得た（承認番号：○○，承認番号がない場合は承認を得た年月日）」などとなり，両者を併記してもよい．	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 論文本文の後に倫理委員会等の承認に関して具体的に記載する．
……………………………………………………………………………
　この論文に関する利益相反はない．	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 利益相反関係の有無を本文結論の後に明記する．利益相反関係がある場合は，関係する企業・団体名を明記する．
　Aは，（以下該当する項目を適宜選択する）研究の構想・デザイン・立案を行った，研究の着想と企画に実質的な貢献をした，研究方法の助言を行った，データの収集と解析を行った，データ分析および解釈に貢献した，論文の作成過程において，論文の構想，デザイン，データの収集，分析，考察および解釈において貢献した，論文執筆を行った，論文の主たる著者として関与した，論文の責任指導者として関与した，データ収集と論文執筆の指導をした，執筆にあたり主要な指導的役割を担った，執筆指導に際し共著者間の見解の調整を行った，論文の知的内容に関わる批判的校閲に関与した，症例の知的内容に関する校閲に貢献した，筆頭著者を指導し論文作成に関わる批判的校閲に関与した，論文の責任指導者として本稿の作成に関与した．
	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 利益相反の開示の後，筆頭著者および共著者の役割を医学雑誌編集者国際委員会（International Committee of Medical Journal Editors: ICMJE）」の規定に基づき，具体的に記載する．
引用文献	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 以下を確認
・本文中に肩付けした引用番号順に配列している．
・引用文献数は30編以内である（原則）．
・著者名は筆頭著者から3名を列挙し，それ以上は「他」または「et al.」としている．
・誌名略記：医学中央雑誌刊行会，医学中央雑誌収載目録略名表およびIndex Medicus に準じている．
・学会・研究会等の抄録を引用文献としていない．
・引用文献記載例を守っている．
1) Yamada H, Tanaka Y：Early identification of drug discovery. J Jap Med 2018;34:34-9.
2） 小関一英，益子邦洋，坂本哲也，他：Trauma Registry 検討委員会活動と今後の展望．日外傷会誌．2004；18：394-399.	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 【雑誌】引用番号）著者名：題名．雑誌名. 発刊西暦年；巻：頁- 頁.
3） 相原敏則：画像診断．坂井聖二・奥山真紀子・井上登生編著．「子ども虐待の臨床 ― 医学的診断と対応 ―」．初版．南山堂（東京），2005 年，p 107-139	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 【単行本】 引用番号）著者名：分担項目題名．編著者名．書名．版．発行所，発行地，発行西暦年，p 頁 - 頁．

4） Khan KS, Wojdyla D, Say L, et al : WHO analysis of causes of maternal death : a systematic review. Lancet. 2006; 9516: 1066-1074.	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 【英文雑誌】引用番号）著者名：題名．雑誌名　発刊西暦年；巻：頁-頁.
5） Spiess BD : Monitoring metabolic indices and coagulation/hemostasis. In: Blitt CD and Hines RL, eds. Monitoring in anesthesia and critical care medicine 3rd ed. Churchill Livingstone, 1990, p581-603.	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 引用番号）著者名：分担項目題名．編者名 . 書名．（巻）．（版）．発行所．発行地．西暦年．p頁-頁.

6） 日本小児科学会小児死亡登録・検証委員会，“子どもの死に関する我が国の情報収集システムの確立に向けた提言書”，公益社団法人日本小児科学会，http://www.jpeds.jp/modulles/guideline/index.php .（参照 2020-4-1）
	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 【インターネット（ウェブ）からの文献】著者名（わかれば），“ウエブページの題名”，ウエブサイトの名称，入手先 URI，（参照日付），とし，
著者は，数年間はデータを保存する．
図表のタイトルと説明	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 図表は引用文献の後に，ページを変えて記載する．本文中の出現順ではなく，図1,2,..⇒表1,2,..の順で入力する	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 図表で略語を用いる場合，新たに用いた場合はもちろん，本文中で断っていても，改めて断ることを忘れない．

図１：論文投稿後の査読過程	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 図のタイトル
2020年4月1日現在の過程を示す．	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 図の説明はタイトルとは別に記載する．

表１：日本小児救急医学会雑誌における年間の新規投稿論文数の推移	Comment by 日本小児救急医学会雑誌 編集委員会: 表の説明はここではなく，表そのものの最下段の欄外に箇条書きに記載する．
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